
• 芸術家と科学者、健常者と脳障害者、熟練者と
 素人といった伝統的な区分によって人間の行為
 や思想を考えるのは過去のものだということに
 行き着こう。

しかし、芸術に関して言えば、われわれは、こ
 れまで無視されてきた可能性と特性に光を当て、

 芸術以外のところで重要な役割を果たす面を発
 見することができる。

ハワード・ガードナー「芸術への挑戦」1976
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私は芸術家ではありません。
私の役目はハワード・ガードナーの言葉を借りるならば
芸術の可能性について芸術以外のところで重要な役割を果たすのではないかということに興味を持ち続けておりました。
来年の2月で10年目を向かえる臨床美術コーディネーターとしての仕事を通して、
この言葉をかみしめております。



